
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聴覚支援学校福島校 

令和２年度第１号 

令和２年１２月２４日 

 

文責：竹中洋子 

 心身ともに健康で、毎日を生き生きと暮らすためには、「おいしく楽しく食べる」ことがとても大

切です。子どものころから、「おいしく楽しく食べる」経験を積み重ねることは、豊かな人間性を育ん

でいくことにつながります。 

 食育で育てたい「食べる力」の一つとして、「食べ物をつくる人への感謝の心」が挙げられます。

（上図参照）１１月２３日「勤労感謝の日」に併せた取り組みとして、子ども達が手紙などを書いて、

栄養士や調理員への感謝の気持ちを伝えました。 

幼稚部 

５歳児 

幼稚部 

３歳児 

 ここでは、幼稚部と小学部６年生

の様子を写真で紹介します。 

 写真はありませんが、小学部１年

生、２年生、４年生、５年生も、手紙

や絵・作品などに「ありがとう」の気

持ちをこめて、栄養士や調理員に渡

しました。 

 給食は、子ども達にとって「おいし

く楽しく食べる」時間になっていて、

大好きな時間でもあると確認するこ

とができました。 

小学部 

６年生 

 １１月９日（月）～１１月１３日（金）の５日間を「朝食について見

直そう週間」に設定し、「食べ方に関するアンケート」を実施しました。

調査の結果、幼稚部６名と小学部８名の全員が、朝食を食べていまし

た。しかし、「朝食に野菜を食べた人」「朝食に汁物を食べた人」は５名

（35.7％）でした。野菜や汁物を食べなかった主な理由は、「早く起き

られずに、朝食を食べる時間がなかった。」でした。野菜をスープに入

れたりジュースにしたりしている家庭もありました。素敵な工夫なの

で、みなさんも是非取り入れてみてください。 

 今年度の給食試食会は、新型コロナウイルス感染症対策のため、食堂で親子一緒に食事する

のではなく、会議室で保護者だけで食事する形態で実施しました。幼稚部は、教室での給食参

観も実施しました。（試食会の写真がなかったので、幼稚部の給食の様子を撮影しました。） 

９月９日（水）に小学部の給食試食会を実施し、２名の保護者が参加されました。 

 ９月１１日（金）に幼稚部の給食試食会を実施し、５名の保護者が参加されました。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、

食堂で食べる人数を減らして密集を防ぐために、幼

稚部は教室で給食を食べています。食堂で食べてい

る小学部は、透明のアクリル板のついたてを使用し、

正面で向かい合わないような座席にしています。 

 給食試食会の参加者には、アンケートを記入していただきました。その中から２つの内容について、栄養士

の野内さんからの回答を紹介します。 

①「ざらざらした物はあまり食べたがらない。工

夫する方法を教えてほしい。」 

（回答）ざらざらした物が何かはわからないが、

片栗粉でとじたりトロミをつけたりする。粒々の

ある物はすり鉢ですったり裏ごししたりする。 

②「３歳だと、噛む力が弱いので、サラダやスー

プの野菜をもう少しやわらかくできるか。」 

（回答）このアンケート後、加熱時間を長くした

り、余熱を利用したりして、野菜がやわらかくな

るように対応している。 


